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1989年

1 は じ め に

ダイコンのキタネグサレセンチュウ (以下線虫とする)

被害の回避,高品質安定生産を目的として,対抗植物や薬
剤防除による効果の現地実証を,1989年～91年 ,岩手県北
部の岩手町現地農家圃場で行った。この中で,ダイコン中
心の作付体系中にマリーゴールドやギニアグラスを導入す

ることによる効果を確認し,レ タス作付による線虫密度の

増加についての圃場レベルでの知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

10aの現地圃場を図 1の ような区の構成で 3年間処理 し
た。

1990年

調査項目及び方法は,①線虫密度調査 :ベ ールマン法に
より土壌から線虫を分離し線虫密度を計数した (ペールマ

法 :生±30g供試,室温,48～ 72時間. 2反復)。 ②ダイ
コン被害調査 :各区20株を収穫,洗浄後,肥大根部の斑点
を観察し,被害指数 (無 10～甚 :4)を与えた。③ レタ
ス根部被害調査 :各区10株を採取,洗浄後,根部全体の褐
変を観察し被害指数 (無 :0～甚 :4)を与えた。

3 結果及び考察

1)マ リーゴールドの効果の持続性について
1年目のマリーゴールドの作付鋤込によって線虫密度は

53頭から7頭へと下がり,2年目のダイコンやレタスの線
虫被害も低く抑制されていた (表 1,4,5)。
しかし,この間徐々に密度は増加し,被害抑制効果も通
算 3作目にあたる'91年 1作日にはやや下がり,通算 4作
目には効果はほとんど認められなかった (表 2,4)。
大林氏
めによるポット試験では,寄生好適作物であるダ

イコンやトマト,イ ンゲンの作付によってもマリーゴール

ドの効果は400日 以上も持続しており,今回の結果はこれ
と比してかなり短かった。本試験は現地農家圃場で実施し

,

試験規模も比較的小さいという事情から,作業機械等によ
る隣接圃場からの線虫の持込みに対して十分な配慮ができ

なかった。このためこのような結果になったと考えられる

が,よ り大規模な圃場での実用する場合にはこのような影

響は少なくなり,効果もより持続することが期待される。
2)マ リーゴールド作付鋤込後のレクス作付について
筆者らのポット試験では,レ タスの栽培によって線虫密

度は大幅に増加し数百頭レベルとなっている:)。 本試験で

は,マ リーゴールド作付鋤込で密度が低く下がった圃場で

も,レ タス 1作で46頭に,2作連作すると136頭 にまで増
加した (表 2)。 人林氏

2)によると,線虫密度がほぼ 0頭
に下がっていた場合には寄生好適作物を作付しても密度は

抑制され続けることが報告されているが,本試験では,線
虫をわずかに残してしまったことや,隣接圃場からの持込
み等によって線虫密度の回復が早まったと考えられた。

3)マ リーゴールド→レタス→ギニアグラス作付におけ
る密度変化について

レタスを 1作作付して密度がやや高くなった圃場に緑肥
としてギニアグラスを入れた場合には,線虫密度は, 4頭
に下がり,試験 3年目にダイコンを連作しても. 2作 とも
線虫被害は低く抑えられ,マ リーゴールド後にダイコンを

連作している場合よりも被害が少なかった。しかし,ダイ
コン連作によって線虫密度は数十頭レベル増加した (表 2,

3. 6)。
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図 1 試験区の構成 (概略図)

なお,マ リーゴールドは品種アフリカントール 7αrgαο‐

sθ″ειαを,ギ ニアグラスは品種 ナツカゼ Pαれc“れ
屁αχ:屁αれ を使用し,他の肥培管理等は農家慣行とした。

マリーゴールド作付鋤込

ギニアグラス持込勁込

ギニアグラス作付持出

③区 薬剤処理ダイコン作付
③ヌ 無処理ダイコン作付

駆

レ
タ
ス
　
２
作

駆

レ
タ
ス
＋
緑
肥

(ギニア)

駆

ダ
イ
コ
ン
２
作

ル

面

螢

ヾ
ｉ
削
減

サ

壌

は

一区

一
マ
リ

ー
移
植

ｍ一̈一″“一″山口

ダ

イ

コ

ン

２

作

a区 ダイコン2作

マリーゴールド
枷 自播鋤込

-293-―



東 北 農 業 研 究 第 45号  (1992)

今回ギニアグラスは地上部生草重3142g/ご ,同乾物重
5819g/ピと十分な生育は確保できず,単独の効果で線
虫密度が下がったとは考えにくい。大林氏

2)も
指摘してい

るようにマリーゴールドの残効の寄与があったものと推定

される。このような体系的な緑肥の導入による線虫密度の

低レベル維持は,適切な輪作体系の構築に期待される。

4 ま と め

マリーゴールド作付鋤込みの効果は,鋤込み後 2年目の
通算 3作目までであったが,これは,隣接圃場からの作業
機械等による線虫汚染土壌の持込みが原因すると考えられ

た。また,マ リーゴールド作付鋤込により線虫密度の低下
した圃場であっても,レ タスを作付することによって線虫
密度はダイコンに実害のある密度に増加したが,その後に

緑肥としてギニアグラスを作付鋤込すると,ダイコンの作
付可能なレベルまで密度が下がった。この線虫密度の変化

表 1 土壌中のネグサレセンチュウ密度の推移 :

'89年 (頭数 :生±30g供試ベールマン法)

試 験 区
6/30
作付前

8/5
織
1カリ号
協囃

ル
鋤
面

① マリー作付勤込 7

④ 薬剤十ダイコン 8

⑤ 無処理ダイコン

表2 土壌中のネグサレセンチュウ密度の推移 :'90年

には,マ リーゴールドの残効の寄与があったものと推察さ
れた。

以上より,マ リーゴールドにはネグサレセンチュウに対
して際だった効果を有するものの,圃場レベルでの有効活
用には作業時等の持込みや,その後の作付作物の選定に十
分な注意を要すると考えられた。
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注 可販率:被害指数2以下で黒斑の少ない個体の割合 (%)

(頭数 :生±30g供試ベールマン法)

表4 ダイコンの線虫被害程度 ('89年及び'∞年 :A)
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①  マ  リ  ー A ダ イ コ ン 2作
B レ タ ス 十緑 肥

4 8
4

C レ タ ス 2作
② ③ ギ ニ ァ A ダ イ コ ン 2作
④  薬 +ダ イ コ ン B レ タ ス +緑 肥
⑤ 無 十ダイ コ ン C レ タ ス 2作

表 3 土壌中のネグサレセンチュウ密度の推移 :'91年 (頭数 :生±30g供試ベールマン法)

'89D【 '900К '91区 一則
９
作
／ 6/26

2作前
8/12 9//26

2

12 /

① マ リ

A ダ 2 作

a ダイコン2作B レ + 緑
C レ 2 作 88

表 5 レタス根部の線虫被害程度 (90年 :C)

マ リー作 付 鋤 込

④ 薬剤 +ダ イコン
⑤ 無処理 ダイ コ ン

表6 ダイコンの線虫被害程度 ('91年 :a)
'91年 2作目

Aダ イコン 2
Bレ タス+緑肥
C レタ ス 2作

注 ④薬剤区は,電9年のダイコ
剤処理 注 可販率 :被害指数 2以下で黒斑の少ない個体の割合

(%)
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